
令和７年度 「全国学力・学習状況調査」結果についてⅡ 経年変化

第９回教育委員会定例会（令和７年９月12日）資料 指導室

■小学校

・東久留米市の値は、令和４年度に全国を上回ったものの、令和５・６年度と全国を下回り、令和７年度に再び

全国を上回った。

・令和３年度から令和７年度までの経年において、近似線については、東久留米市の傾きの方が東京都の傾きよ

りも大きく、それぞれの値の差は、8.9ポイントから6.4ポイントへと2.5ポイント縮まっている。

■現状・課題

※（近似線の間の数値）東久留米市と東京都の値の差

国語、算数・数学の正答率の合計について、全国を100としたときの東久留米市及び東京都の値を近似線で示し、５か年の経年変化を基に分析した。
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■中学校

・東久留米市の値は、令和５年度に全国を上回り、以降ずっと全国を上回っている。

・令和３年度から令和７年度までの経年において、近似線については、東久留米市の傾きの方が東京都の傾きよ

りも大きく、それぞれの値の差は、7.4ポイントから4.1ポイントへと3.3ポイント縮まっている。

■現状・課題

※（近似線の間の数値）東久留米市と東京都の値の差
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東久留米市の値が全国を上回り、近似線の傾きが東京都よりも大きいことから、これまでの学力向上に資する施策や取組を一層充実させれば、東久留米市と東京都の値の差をより縮めることができる

（１）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

❶ 学力調査の実施と結果分析及び成果と課題の公表

2026中学校英語（４技能すべて）、2027小中全教科ＣＢＴとなることを見据え、ＩＲＴの結果をどのように読み取るか、ＣＢＴの良さを生かして

各教科の資質・能力をどのように測るか、全国や東京都の動向に注視

❷ 授業改善推進プランの活用

学力調査の結果に基づいた分析がしやすい様式に改善

❸ 東久留米スタンダード（学習指導編）の活用と個別最適な学びの充実に資する指導資料の開発

「『デジタルを活用したこれからの学び』の実現に向けた第一歩」を作成し、各種研修会や指導室訪問等において積極的な活用と共に具体的に説明

（２）小中連携による系統的な指導の推進

❹ 小中連携ユニットによる小・中学校の実践共有や協議の実施

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、ユニット小中学校における課題の共有や解決策の検討及び次年度の教育課程への反映を見据えた校長への

具申を目的とし、副校長研修を実施

「小中連携の日」における授業観察を通した実践共有や授業改善をテーマとした協議の実施

■今後の取組

▲「デジタルを活用したこれからの学び」の実現に向けた第一歩（東久留米市教育委員会）
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